
見
。
肉

2
冨

-mzg弓

』
『
『

a
a
a
g丸

h
w
『

同

旨

ぬ

ぬ

a、
。
匂
町
内
同
旬

羽

正

回

I 
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最
近
の
イ
ス
ラ
ム
時
代
イ
ラ
ン
史
研
究
を
概
観
す
る
時
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝

時
代
に
関
す
る
史
料
の
校
訂
、
翻
謬
や
著
書
、
論
考
数
の
著
し
い
増
加
に
は
目
を

殴
る
も
の
が
あ
る
。
史
料
関
係
だ
け
を
と
り
上
げ
て
も

kshshHN'Hash刷、ふ

第
十
こ
を
の
新
し
い
校
訂
テ
キ
ス
ト
(
〉

-
Z
E〈
F
吋
岳
O
B
P
S叶由)、

旬
RheaHRHN-ESN刷
、
必
の
ジ
ャ

1
・
タ
フ

マ
ス
プ
時
代
の
部
分
の
校
訂
(
〉
・

円
相
司

E
F
叶，

o
r
2
8・
沼
田

3
・
吋
刷
、
同
情
-
t
b
N
G
苦刷、制・いて一
N

・
RQS印
刷
同
の
英
誇

(m・
7hrsq-回

2
5
2・
5
吋
∞
)
、
数
多
く
の
フ
ア
ル
マ

1
ン
、
手
紙
、
文
書

類
を
校
訂
、
翻
誇
し
た

F
r
o
g
の
大
著
(
阿
言
¥
E
E
W
N
h
2
R叫に

Muqど
R
E

MURNSaE、
F
R
∞
昆
白
官
民
・

H
3
3
な
ど
皆
こ
こ
五
年
聞
の
成
果
で
あ
る
。

論
考
に
至
つ
て
は
筆
者
の
関
心
を
ひ
く
も
の
に
限
っ
て
も
十
指
に
徐
る
。
こ
れ

は
一
つ
に
は
イ
ラ
ン
で
新
し
く
テ
キ
ス
ト
校
訂
者
が
育
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た

一
方
で
は
欧
米
の
イ
ラ
ン
史
筆
界
に
若
い
優
秀
な
研
究
者
が
輩
出
し
て
き
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
新
し
い
潮
流
と
し
て
歎
迎
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
史
研
究
の
隆
盛
を
象
徴
す

る
出
来
事
の
一
つ
が
本
書
「
サ
フ
ア
ヴ
ィ

I
朝
時
代
の
イ
ラ
ン
」
の
出
版
と
言
え

よ
う
。
表
紙
見
開
き
に
本
書
の
目
的
と
し
て
「
撃
生
や
一
般
設
者
に
、
専
門
用

語
を
使
わ
ず
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
の
分
か
り
ゃ
す
い
歴
史
を
提
供
す
る
こ
と
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
純
秤
の
意
味
で
の
研
究
書
で
は
な
い。

し
か
し
内
容
は
か
な
り
レ

ベ
ル
の
高
い
も
の
で
、
あ
る
程
度
今
日
の
塵
界
の
研

究
水
準
を
示
し
て
お
り
、
十
フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
史
入
門
書
と
し
て
は
恰
好
の
も
の

と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
高
度
な
か
な
り
特
殊
な
テ
l
マ
を
扱
っ
た
概
読
書
が

出
版
さ
れ
る
こ
と
自
隆
、
こ
の
時
代
の
歴
史
に
つ
い
て
の
一
般
の
関
心
の
高
ま

り
を
示
し
て
徐
り
あ
る
。

著
者

同州・

ζ
・
ω
E。
ミ
は
現
在
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
暴
敬
授
で
、
上
述
の

吋
守
H
b
・帆

R
b
N
E
司
刷
、
b
・1
・b
F
E
柄
拘
の
英
誇
者
で
も
あ
る。

一
九
五
八
年
ロ

ン
ド
ン
大
皐
に

2
・
U

論
文
=
吋
ど
り
さ
&
口
、
書
偽
ミ
ミ

H
V
司

同

h
q
e

h引ミ

g
ミ
hUQ同町

S
吾
、

L
P
遣削除同
N
H
S
R同
吋
急
追
ah0
・u
(

イ
ス

マ
l
イ
l

ル
一
世
、
タ
フ
マ
ス
プ
時
代
サ
フ
ア
ヴ
ィ

1
朝
園
家
の
褒
展
〉
を
提
出
し
、
以

来
二
十
年
徐
に
亙
っ
て
主
に
サ
フ
ア
ヴ
ィ

1
朝
政
治
史
、
制
度
史
に
闘
す
る
論

考
を
褒
表
し
て
い
る
。

書
評
に
先
立
ち
、
本
書
の
構
成
を
ま
ず
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

一
、
ア
ル
ダ
ピ
l
ル
の
数
主
た
ち

二
、
一
柳
政
図
家

・
シ
ャ

1
・
イ
ス
マ
l
イ
l
ル
一
世
の
治
世
(
一
五

O
一
|

一
五
二
四
)

三
、
圏
内
紛
争
と
圏
外
の
敵
u

一
五
二
四
年
か
ら
一
五
八
八
年
の
サ
フ
ア
ヴ

ィ
l
朝
園
家

四
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
帝
園
の
極
盛
期
|
シ
ャ
l
・
ア
ッ
パ
ー
ス
大
惜
の
時
代

(
一
五
八
八
|
一

六
二
九
)

五
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
期
の
西
洋
と
の
関
係

六
、
花
開
く
萎
術

七、

多
イ
ス
フ
ア
ハ
l
ン
は
世
界
の
中
十
分
多
|
シ
ャ

l
・
ア

ッ
パ

ー
ス
の
イ

ス
フ
ァ
ハ
l
ン
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八
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
園
家
の
社
曾
経
済
構
造

九
、
知
的
生
活

十
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ

1
朝
の
衰
退
と
滅
亡

註索
引

こ
の
目
次
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

著
者
は
サ
フ

ァ
ヴ
ィ
l
朝
期
イ
ラ
ン
の

政
治
、
外
交
、
経
済
、

社
舎
、

文
化
の
す
べ
て
の
分
野
に
亙
る
叙
述
を
怠
園
し

て
い
る
。
蛍
然
箸
者
の
専
門
分
野
以
外
は
、
主
に
他
の
研
究
者
の
研
究
成
果
が

利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
観
黙
か
ら
本
書
の
-
一
内
容
を
二
つ
に
区
分
す
る

と
、
一
章
か
ら
四
章
ま
で
が
主
に
著
者
自
身
に
よ
る
研
究
、
五
章
以
下
が
各
分

野
の
専
門
家
の
研
究
を
総
合
し
て
述
べ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
研
究

分
野
に
よ
っ
て
ム
ラ
が
あ
る
と
は
い
え
、
あ
る
程
度
最
新
の
成
果
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
簡
潔
に
し
て
甫
討
を
得
た
記
述
に
筆
者
自
身
色
々
数
え
ら
れ
る
駄

が
多
か
っ
た
こ
と
を
ま
ず
申
し
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
順
次
筆
者

な
り
の
感
想
、
疑
問
貼
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
行
く
が
、
そ
の
際
、
政
治
史
の

叙
述
を
主
と
す
る
第
一
部
の
主
と
し
て
著
者
に
よ
る
研
究
の
部
分
は
、
そ
の
性

格
上
、
内
容
の
要
約
が
困
難
な
の
で
、
躍
に
問
題
黙
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る

こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

11 

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
家
の
祖
先
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
数
回
の
時
代
、
イ
ス
マ

1
イ

l

ル
の
翠
兵
と
建
園
か
ら
タ
フ
マ
ス
プ
の
長
い
治
世
を
経
て
ア
ッ
パ
ー
ス
に
よ
る

最
盛
期
の
現
出
に
至
る
サ
フ

ア
ヴ
ィ

l
靭
の
興
隆
史
と
そ
れ
に
関
す
る
諸
問
題

が
語
ら
れ
て
い
る
の
が
第

一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
で
あ
る
。
初
期
の
園
家
睦
制

の
特
徴
、
シ
ャ

1
の
槌
カ
の
揚
っ
て
立
つ
三
つ
の
基
盤
、
ワ
キ
ー
ル
と
い
う
職

の
持
つ
意
味
の
凌
化
と
そ
れ
に
伴
う
官
僚
機
構
の
愛
容
、
シ
ャ

l

・
ア
て
ハ

l

ス
の
改
革
の
意
義
な
ど
著
者
年
来
の
主
張
が
改
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
部
分
が

多
い
が
、
そ
れ
以
外
に
新
し
い
見
解
も
見
ら
れ
る
。
い
わ
ば
著
者
積
年
の
研
究

の
要
約
に
あ
た
る
の
が
こ
の
部
分
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
本
書
の
核
と
も
言

う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
著
者
の
所
設
を
総
合
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝

図
家
論
に
つ

い
て
、

筆
者
は
い
さ
さ
か
賛
成
し
難
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

論
及
す
る
こ
と
は
、
輿
え
ら
れ
た
枚
数
で
は
不
可
能
に
近
く
、
ま
た
書
評
の
枠

を
越
え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
近
い
将
来
別
の
形
で
護
表
す
る
こ
と
と
し
、
こ

こ
で
は
そ
れ
に
は

一
切
畑
れ
ず
、
具
程
的
な
幾
つ
か
の
間
題
の
み
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
サ

フ
ァ
ヴ

ィ
l
家
の
租
、
サ

フ
ィ

ー
が
サ
フ

ア
ヴ
ィ

l
激
闘
の
指
導

権
を
そ
の
一
族
の
手
で
保
持
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
は
、
彼
が
既
に
早
い
時
期

か
ら
数
回
を
政
治
権
力
へ
の
踏
み
妥
に
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
、
と
著
者
は
言
う
が
(
九
頁
)
、
こ
の
よ
う
に
断
定
で
き
る
根
嬢
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
数
凶
の
指
導
権
を
一
一
族
の
手
で
保
持
す
る
こ
と
が
直
ち
に
政
治
権

力
へ
の
野
心
と
結
び
つ
く
と
は
思
え
な
い
。
従
来
の
研
究
で
は
、
サ
フ
ィ
l
は

専
ら
沈
思
膜
想
の
生
涯
を
迭
り
、
数
幽
が
政
治
活
動
に
入
る
の
は
は
る
か
に
下

っ
て
十
五
世
紀
の
ジ
ユ
ナ
イ
ド
の
時
期
か
ら
と
言
わ
れ
て
お
り
、
著
者
は
こ
れ

に
封
す
る
目
《
盤
的
な
反
論
を
示
し
て
い
な
い
。
数
圏
の
性
格
が
ど
の
よ
う
に
出
変

化
し
て
い
っ
た
か
を
把
握
す
る
た
め
に
も
も
う
一
言
詳
し
い
読
明
が
欲
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

サ
フ
ィ

l
の
若
い
頃
の
生
活
朕
況
、
土
地
賓
買
や
ワ
タ

フ
な
ど
激
闘
の
経
済
問
題
に
関
し
て
著
者
の
筆
は
滞
り
が
ち
だ
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
オ
パ
ン
の
論
考
が
あ
り

Q
-
〉

c
r
5・問、同
司円。司コ
含品

問
02
5
3
8

〉
N
O司

Z
E』

g
M
0
5
-
2
玄
g
m
o
z
-
N
rぬ
ヨ
s
b
守
ぬ
ミ
S
ミ

NJFNQ草

間〈・

5
芯
1
3
v、
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
か
な
り
の
程
度
初
期
サ
フ
ア
グ
ィ

-132ー
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l
数
回
の
経
済
吠
況
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
初
期
サ
フ
ア

グ
ィ
l
数
圏
の

シ
ャ
イ
フ
に
つ
い
て
、
著
者
は
何
司
帥
郎
防
メ

-Hを
日
切
包
『

曲目
eUHロ
の
息
子
と
し
て
い
る
が
(
一
三
頁
〉、
こ
れ
は
孫
の
誤
り
で

あ
ろ
う

〈
仏
・
』
・
〉
ロ
『
5
・。唱
-
n
X
4
司・∞由)。

衣
に
、
著
者
は
‘イ
ス
マ
l
イ
l
ル
時
代
の

重
臣
の
一
人
口
口
司
自
民
伺

E

rg-D
の
父
を
任
主
ぶ
巳
0
2
〈
選
ば
れ
た
人
々
)
の
一
人
と
考
え
て
い
る

が
〈
四
一
頁
)
、
か
つ
て
筆
者
が
述
べ
た
よ
う
に
、
創
建
蛍
初
の
い
わ
ゆ
る

。
キ
ジ
ル
パ
シ
。
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
ロ
ロ
『
自
同
刷
出
削
ロ

の
父
メ
『
仕
切
。
聞
は
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
数
園
時
代
か
ら
の
信
徒
代
表
と
も
言
う

べ
き
。
選
ば
れ
た
人
々
少
の
一
員
で
は
な
く
、

一
四
九
九
年
の
暴
兵
時
に
イ
ス

マ
l
イ
l
ル
の
呼
び
か
け
に
態
じ
て
小
ア
ジ
ア
、
シ
リ
ア
の
各
地
か
ら
彼
の
も

と
に
馳
け
つ
け
た
ト
ル
コ
マ
ン
遊
牧
部
族
グ
ル
ー
プ
の
中
の
主
要
人
物
で
あ
っ

た
(
拙
稿
「
サ
フ
ア
ヴ
ィ

1
朝
の
成
立
」
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
七
|
二
、

四
七

頁
参
照
)
。
キ
ジ
ル
バ
シ
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
し
て
考
え
て
初
め
て
建

園
蛍
初
の
多
く
の
政
治
的
事
件
の
背
景
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
り
〈
例
え
ば

伺

5
3ロ
図
書
臥
帥
旦
口
の
ワ
キ
ー
ル
位
解
任
、

イ
ス
マ
l
イ
l
ル
死
後
の

U
Z
ω
己
ヨ
ロ
河
世
田
宮
と
関
口
唱
曲
rω
己
沼
口

C
白
神
品
目
口
、
更
に
向
山
口

E
ω
ロ
-
Zロ

、『曲
r
E
E
と
の
ワ
キ
ー
ル
位
争
い
な
ど
)
、
こ
の
黙
で
著
者
の
こ
の
時
代
に
関

す
る
一
連
の
政
治
史
解
説
は
考
察
不
足
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

タ
フ
マ
ス
プ
時
代
の
特
に
初
期
、
内
に
ト
ル
コ
マ
ン
部
族
関
の
抗
争
、
外
に

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
、
ウ
ズ
ベ
ク
の
侵
冠
と
い
う
正
に
内
憂
外
患
の
中
で
、
サ

フ
ア
ヴ
ィ

I
朝
が
存
績
し
得
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
著
者
は
、
シ
ャ
l

・
タ
フ

マ
ス
プ
の
震
政
者
、

軍
事
指
導
者
と
し
て
の
能
力
を
穆
げ
て
い
る
(
五
七
|
五

九
頁
〉
。
こ
れ
は
従
来
の
定
説
と
は
全
く
逆
の
考
え
で
あ
る
が
、
筆
者
も
こ
の

著
者
の
意
見
に
全
く
同
感
で
あ
る
。
著
者
は
、
一

五
四

O
年
頃
か
ら
何
度
も
行

な
わ
れ
た
コ
l
カ
サ
ス
遠
征
を
、
載
利
口
聞
を
得
る
こ
と
の
他
に
、
オ
ス
マ

ン
・
ト

ル
コ
と
の
戟
い
を
前
に
し
て
、
比
較
的
輿
し
易
い
コ
l
カ
サ
ス
の
軍
隊
を
相
手

に
キ
ジ
ル
バ

シ
軍
に
戦
い
の
経
験
を
奥
え
る
こ
と
、
戦
闘
精
紳
の
高
揚
、
戟
闘

能
力
の
強
化
を

目
指
し
た
タ
フ
マ

ス
プ
に
よ
る

慎
重
な
政
策
で
あ
る
と
述
べ

る
。
ま
た
、
ム
ハ
ン
マ
ド
時
代
の
一
五
八
五
年
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ア
人
が
王
子
の

一
人
の
師
停
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
こ
ま
で
既
に
こ
の
新
勢
力
が

王
朝
内
部
に
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
重
要
な
祉
曾
的
獲
化
は
ア
ッ
パ

ー

ス
時
代
以
前

(
即
ち
タ
フ
マ
ス
プ
時
代
〉
に
起
き
て
お
り
、

タ
フ
マ
ス
プ
が
こ

の
第
三
の
民
族
を
キ
ジ
ル
バ
シ
に
封
抗
す
る
勢
力
と
し
て
考
え
た
上
で
導
入
し

た
の
だ
と
断
定
す
る
(
六
四

t
六
五
頁
〉
。
傍
設
と
し
て
タ
フ
マ

ス
プ
の
王
子

九
人
の
う
ち
、
ム
ハ
ン

マ
ド
と
イ
ス

マ
l
イ
l
ル
を
除
く
七
人
が
、
コ

1
カ
サ

ス
地
方
出
身
の
母
を
持
つ
事
寅
な
ど
も
翠
げ
ら
れ
て
お
り
(
六
八
頁
〉
、
か
な
り

罪
得
力
の
あ
る
推
論
と
言
え
よ
う
。
従
来
タ
フ
マ

ス
プ
は
不
骨
固
な
ま
で
に
低
く

評
債
さ
れ
て
い
た
が
、
十
歳
で
即
位
し
、

キ
ジ
ル
バ
シ
部
族
関
の
権
力
争
い
に

悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、

即
位
後
十
年
で
キ
ジ
ル
パ
シ
を
押
さ
え
て
質
壌
を
自
ら

の
手
に
収
め
、
オ
ス
マ

ン
・
ト
ル
コ

の
ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
数
度
に
亙
る
東
方

遠
征
に
一
歩
も
退
か
ず
戦
っ
て
大
部
分
の
領
土
を
守
り
抜
い
た
ハ
バ
グ
ダ
ー
ド

を
失
な
っ
た
と
は
い
え
)
彼
の
信
用
政
者
、
軍
事
指
導
者
と
し
て
の
有
能
さ
は
疑

う
べ
く
も
な
か
ろ
う
。
ア
ッ
パ
ー
ス
の
様
々
な
改
革
の
原
型
が
タ
フ
マ
ス
プ
時

代
に
既
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
も
決
し
て
無
理
で
は
な
い
。
残
念
な

が
ら
我
々
は
今
の
と
こ
ろ
こ
の
俵
設
を
霞
明
す
る
は
っ
き
り
し
た
根
錬
を
持

た
な
い
が
、

タ
フ
マ
ス
プ
時
代
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
セ
イ
ボ
リ
l
の
主
張
は

傾
漉
に
値
す
る
。
今
後
こ
の
推
論
を
如
何
に
立
設
し
て
行
く
か
が
問
題
と
な
ろ

う
。
ま
た
こ
の
篤
政
者
と
し
て
の
有
能
さ
と
共
に
、
著
者
は
第
六
章
で
、
義
術

愛
好
者
と
し
て
の
タ
フ
マ
ス
プ
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
(
一
二
九
J
一
一一一
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一
頁
て
こ
れ
に
よ
っ
て
護
者
は
前
世
紀
以
来
の
こ
の
王
に
つ
い
て
の
誤

っ
た
固

定
観
念
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
五
三

O
/三
一
年
の

ベ
呉
E
Z
部
族
大
相
即
座
以
後
こ
の
部
族
は
政
治
史

上
で
何
ら
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
と
あ
る
が
(
五
五
頁
〉、

ア
ッ

パ

ー
ス
一
世
即
位
直
前
、

ハ
ム
ザ

・
ミ
1
ル
ザ
l
の
縮
政
時
代
、
、
H

，C
『
r
EE
-

吋
ω
r
E
Z
雨
部
族
連
合
軍
が
、

ハ
ム
ザ
を
支
持
す
る
伊
豆
口
・

C
Mg
笠
D

部

族
軍
に
封
抗
し
て
別
の
王
子
を
戴
い
て
戦
い
を
挑
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
(
叫
d
b
ミ
ゅ
よ

dr追
加
込

-v.ば
g
hと
の
セ
イ
ボ
リ
l
英
語
、
四
五
五
頁

以
下
参
照
)
。

そ
し
て
ア
ッ
パ

ー
ス
の
時
代
に
な
っ
て
も
な
お
そ
の
時
演
存
勢
力

は
狼
強
く
、
一
五
九
六

l
七
年
、
ア
ッ
パ

ー
ス
は
こ
の
部
族
の
徹
底
府
清
を
行

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
タ
ッ

カ
ル

I
部
の
勢
力
が
本
山
富
に
衰
え
る
の
は
こ
の

時
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
例
、
そ
れ
に
先
ほ
ど
述
べ
た
初
期
の
キ
ジ
ル
バ

シ
の
捉
え
方
な
ど
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
著
者
の
ト
ル
コ
マ
ン
遊
牧
部
族
|
キ

ジ
ル
パ
シ
|
に
関
す
る
研
究
に
は
や
や
甘
さ
が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
例
え

ば

司・

ω
E
g
o
p
'切
内
¥向
。
ミ
S
Nミ
吉
宮
』
伊
号
、NhNNhhNhd内
hGN
ヨ々
2
吉
丸
n
bミ
平

、。
NNh
吋島、』伊向、、
3
3
3
N
F
〉ロ
r
R
P
巴
誌
が
利
用
さ
れ
て
い
れ
ば
本
書

の
記
述
は
相
嘗
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
)
。

ア
ッ
パ
ー
ス
一
世
の
軍
事
改
革
に
つ
い
て
の
著
者
の
見
解
に
は
疑
問
拡
が
多

い
。
今
三
黙
暴
げ
て
み
る
。

ω
ゴ
ラ
l
ム
部
隊
を
初
の
常
備
軍
(
曲
目
同

E
Eロ
岡
町
自
己
と
考
え
て
い

る
が
(
七
九
頁
〉
、
既
に
建
園
省
初
か
ら
ト
ル
コ
マ
ン
部
族
出
身
者
に
よ
る
コ

ル
チ
と
呼
ば
れ
る
常
備
軍
が
存
在
し

た

(
前
掲
拙
稿
一一一一
一
一
|
三
七
頁
〉
。

ω
イ
ラ
ン
人
を
中
心
と
し
た
さ
『
g
m
m
f
E
(銃
士
)
を
常
備
軍
と
見
倣

し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
卒
時
は
決
耕
に
惜
別
わ

り
、
一
旦
事
あ
る
と
各
地
方
毎
に
一
つ
の
集
閣
に
編
成
さ
れ
て
シ
ャ

l
の
も
と

へ
馳
せ
つ
け
た
。
も
し
こ
れ
を
常
備
軍
と
言
う
な
ら
、
普
段
遊
牧
を
行
な
い
、

戦
時
に
シ

セ・
l
の
も
と
へ
参
じ
る
ト
ル
コ

マ
ン
遊
牧
民
も
す
べ
て
常
備
軍
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
宮
廷
に
少
数
の
銃
士
が
常
に
侍
し
て
い
た
こ
と
は

事
賞
だ
が
、
彼
ら
は
主
に
ゴ
ラ
l
ム
出
身
の
も
の
た
ち
で
あ
っ
た
。

ω
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
近
術
丘
(
公

Z

E
E
-
Z身
同

E
己
)
の
数
が
三

千
人
に
増
や
さ
れ
、
す
べ
て
ゴ
ラ
l
ム
か
ら
選
ば
れ
た
と
著
者
は
言
う
が
(
七

九
頁
〉
、
何
を
根
銭
に
こ
の
よ
う
な
結
論
が
出
て
来
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

著
者

自
身
が
翻
誇
さ
れ
た

吋
b
ミ
~
1
d
E道
知
誌
・

1
‘
b
FFhwhh
の
中
に
あ
る
タ
フ

マ
ス
プ
波
時
の

ア
ミ

1
ル
表
に
、

嘗
時
宮
廷
に
四
五

O
O
の
近
衛
兵

コ
ル

チ

(南
町
え
な
え
子
。
『
O

苫
-
r
o身

m
E
L)
が
い
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
が

(
セ

イ
ボ
リ
l
霧
二
二
八
頁
)
、
こ
れ
以
後
近
衛
兵
は
一

E
減
員
さ
れ
、
そ
れ
が
ま

た
三
千
に
増
員
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
窺
い
知
る
限
り
で
は
そ
の
よ
う
な
史
料

は
な
い
。
ま
た
ア
ッ
パ
ー
ス
時
代
に
も
、
ゴ
ラ
l
ム
出
身
だ
け
で
な
く
、
キ
ジ

ル
パ
シ
出
身
の
近
衛
丘
一
(
コ
ル
チ
〉
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
貨
で
あ
る
。

以
上
回
章
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
最
近
の
成
果
ま
で
が
比

較
的
よ
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
五
掌
以
下
に
比
べ
て、

著
者
の
研
究
を
主
と

す
る
四
掌
ま
で
は
、

ど
う
も
嘗
然
参
照
さ
れ
る
べ
き
論
考
が
無
視
さ
れ
て
い
る

場
合
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
既
に
二、

三
例
を
翠
げ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
例

え
ば
中
央
権
力
機
構
、

地
方
統
治
に
つ
い
て
は
員
先
に
引
用
さ
れ
る
べ
き

戸

玄
・
河
C
F吋
r
R
P
N
V
3
d宮
H
S
R
W
H
h同

N
S守
QNhaehHNHMV向、
2
3h
S
H
』

a

RWN九
』

1
~
h
H
F、
MHRE崎
町
、
子
∞
2
-
5・
呂
田
町
が
お
ち
て
い
る
し
、

タ
フ
マ
ス
プ
時

代
初
期
の
ウ
ス
タ
l
ジ
ル

i
部
反
乱
に
関
し
て
は
』
・
「
∞

R
』忌‘。
z
g
E

g
o
ロ
F
C
ロ
O
E凹
席
内
田
ぶ
百一

a
o
a
b笠
口

広
〈
O
F
A
r
o口
同
日
N

∞・
h
叫
H
R
R
同
公

LマS
N
2・
印

l
Y
H由斗町・

cp品
onc自
g

円

O
R
o
s
g
田
区
『

Z
忍
4
0
宮
内
同2

0
2
b
T
F
b
R
S
Q
L「
ミ
ミ
円
高
田
1
l
N

・
5
3
に
よ
っ
て
敏
多
く
の
新
し
し
V

事
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賓
が
附
け
加
え
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。
本
書
が
一
九
八

O
年
に
お
け
る
サ
フ
ア
ヴ

ィ
l
朝
研
究
の
水
準
を
示
す
か
ら
に
は
、
も
う
少
し
基
本
的
文
献
に
遺
漏
な
き

を
期
し
て
戴
き
た
か
っ
た
気
が
す
る
。
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五
章
以
下
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
一
讃
者
と
し
て
通
讃
し
た
に
過
ぎ
ず
、
内

容
の
嘗
否
を
云
々
す
る
能
力
は
も
と
よ
り
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
各
章
毎
の

内
容
を
ま
と
め
て
紹
介
し
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
に
と
ど
め
た
い
。

イ
ラ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
関
係
を
扱
っ
た
五
章
で
は
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
以
前

の
イ
欧
関
係
、
十
六
世
紀
の
ベ
ル
シ
ア
湾
を
め
ぐ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル

・
イ
ギ
リ

ス
・
イ
ラ
ン
三
者
の
関
係
、
更
に
十
七
世
紀
に
入
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ロ
シ
ア
の
進
出
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
と
イ
ラ
ン
と
の
外
交
関
係
が
簡

潔
に
分
か
り
ゃ
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
外
交
関
係
の
叙
述
に
重
貼
が
置

か
れ
て
い
る
た
め
、
民
開
ベ

l
ス
の
爾
者
の
関
係
に
は
殆
ん
ど
燭
れ
る
と
こ
ろ

が
な
い
。
サ
フ
ア
ヴ
ィ
}
朝
時
代
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
修
道
俗
が
各
修
道

舎
か
ら
波
遣
さ
れ
て
イ
ラ
ン
各
地
で
停
道
に
従
事
し
、
ま
た
多
く
の
商
人
が
イ

ラ
ン
を
訪
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
が
按
行
記
な
ど
何
ら
か
の
記
録
を
残
し
て

い
る
だ
け
に
、
こ
れ
ら
を
有
効
に
使
っ
た
続
設
が
な
さ
れ
て
い
た
ら
と
思
う
の

で
あ
る
。
著
者
の
記
述
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
は
「

F
o
n
r
E『
子
吋
ど

》

ロ

ミ

Hと
句

久
S
帆

ε
g
h
q
g札
H
r
b
¥
h
F
S
。
円
円
程
、
塁
。
辺
久

、
司

h
R
の
曲
目
『
周
忌
岡

p
g
g
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
の
諸
研
究
(
例
え
ば

伊
吉
弘
2
・4
〈
包
括
♂

ω・・

N
U
E
匂
hq白
Heえ
な
町
宮
、
有
包
S

き

h
v.月町内
N

Ew-。hvbE込町、

HNミ
認
申
町
、
.
帆
町
宮
内
〈
』
M
C
M
|』一
wUM)
・出曲同国『ロ『
m
・
5
8・
〉
-

H

ハ円
oo---

∞ニ
-oロ
品
。
。
ωロ
n
o
i
-
-
o
a
-
g
z
z
z
oロ師同『
E
5
0・唱。『白血ロ
O
臼

釦

g

LSug陣
内

田

E

V
ハ
〈
ロ
】
@
回
Fbn-0・
ト
内
透
。
潟
魚
崎
、
守
お
お
帆
喜
ミ

hwbha苦
-
ロ
・

5=
な
ど
)
は
参
照
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
章
に
限
つ
て
は
必
ず
し
も
最
新
の
成
果

を
ま
と
め
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

六
章
で
は
襲
術
、
工
義
の
褒
達
が
、
ミ
ユ
ア
チ
ュ

I
ル、

書
道
、
繊
鍛
、
織

物
、
陶
器
、

金
属
器
の
各
分
野
毎
に
毛
色
nv・
3
3
な
ど
の
研
究
に
基
づ
い

て
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

七
章
は
、
シ
ャ
l

・
ア
ッ
パ
ー
ス
の
時
代
に
王
朝
の
首
都
と
な
っ
た
イ
ス
フ

ア
ハ
ン
の
町
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
壮
麗
な
建
造
物
、
シ
ャ
ー
や
貴

族
、
市
民
の
生
活
な
ど
が
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
銀
行
者
の
記
録
を
基
に
し
て
儲

か
れ
て
い
る
。
一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
ヤ
S
R
W
H
匂
R
b
a
の
イ
ス
フ

ア
ハ
ン
研
究
特
集
披
〈
ω宮
島

2
8
r
r
zロ
〉
の
成
果
が
随
所
に
採
り
入
れ

ら
れ
〈
例
え
ば
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
居
住
区
ジ
ョ
ル
フ
ァ
に
つ
い
て
〉
、
祭
し
い

讃
み
物
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
イ
ス
フ
ア
ハ
ン
研
究
の
纏
ま
と
め
と
言
え
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
都
市
と
し
て
の
イ
ス
フ
ア
ハ

ン
研
究
は
一
種
の

流
行
ら
し
く
、
つ
い
最
近
も

M
P
O
S
H
-出
向

'NonF0・
b
L
P
F
S
帆司こ
M

S
礼

』a
e
p
F忌

s
b主
H
J
Z
E
G・
5
2
が
出
た
。
今
後
の
研
究
の
設
展
が
繁

し
み
な
分
野
と
言
え
よ
う
。

第
八
章
は
二
部
に
分
か
れ
、
一
部
が
「
サ

フ
ア
ヴ
ィ

1
朝
祉
舎
の
構
造」、

二
部
が
「
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
経
済
の
性
格
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
枇
舎
が

頂
貼
に
シ
ャ

l
、
底
迭
に
一
般
民
衆
、
中
聞
に
軍
事
、
文
民
、

宗
教
関
係
の
貴

族
が
い
る
と
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
社
曾
で
あ
っ
た
こ
と
、
園
内
産
業
の
二
つ
の

基
礎
と
し
て
牧
畜
、
農
業
が
あ
っ
た
こ
と
、

シ
ャ
ー
が
最
大
の
資
本
家
で
最
大

の
雇
用
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
期
間
の
外
園
貿
易
の
設
展
と
そ
の
重
要
性

な
ど
が
指
摘
、
説
明
さ
れ
る
。
下
敷
と
さ
れ
て
い
る
の
は
〈
・

ζ
5
2回
S-

吋
民
主
司
ミ

B
N
b
p
N忌
-
F
o
E
o
p
S
B
の
中
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
祉
禽
概

設
で
あ
る
。
こ
の
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
の
書
が
出
て
既
に
四
十
年
。

今
だ
に
こ
の
書
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を
超
え
る
概
設
が
現
わ
れ
な
い
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
書

が
如
何
に
す
ぐ
れ
た
先
駆
的
業
績
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
分
か
る
。
た
だ
一

つ
本

章
中
で
気
に
な
っ
た
の
は
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ

l
朝
杜
舎
が
能
力
主
義
社
曾
で
あ
っ

た
と
の
セ
イ
ボ
リ
l

の
主
張
で
あ
る
(
一

八
三
頁
)
。
著
者
は
賎
し
い
身
分
か

ら
高
官
に
昇
進
し
た
例
を
幾
っ
か
翠
げ
、
更
に
キ
ジ
ル
バ
シ
の
中
で
さ
え
、
サ

フ
ア
ヴ
ィ

l
朝
一
代
を
通
じ
て
支
配
的
な
部
族
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
こ

の
よ
う
な
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
反
論
は
た
や
す
い
。
前
代

の
白
羊
朝
時
代
か
ら
闘
家
の
梅
要
な
官
僚
の
地
位
に
あ
っ
た
イ
ラ

ン
人
の
家
系

が
サ
フ
ア
ヴ
ィ
1

朝
の
時
代
に
な
っ
て
も
襲
わ
ら
ず

重
要
な
ポ
ス
ト

を
占
め

て
い
た
こ
と
が
オ
パ

ン
に
よ
っ
て

寅
設
さ
れ
て
い
る
己
・
〉
ロ
『
5
・
何
百
円
四
何
回

ωω
『雪、戸内
F
師

同

一

ω
U
V
H
M白
山

J
-
2
-
2
ロ
o
s
z
g
内
目
。
コ
『
世
出
唱
。
円

g
p

e
P
R
3
a向
。
¥
同
町
。
き
遺
骨

S
人
句
。
む
と
同
三
。
ミ
ミ

h
p内

O
え

S
F
ロ
l
y

H
由
包
)
。
ま
た、

ベ
ト
ロ
シ
ム

ア
ス
キ
ー
も
、
但
削
ロ
や

ω己
芯
ロ
な
ど
の
明
間
続

は
個
人
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
質
際
に
は
親
か
ら
子
へ
次
々
と
引
き
縫
が

れ
て
い
っ
た
、
と
述
べ
、
既
得
権
盆
の
世
間鋭
化
傾
向
を
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
靭
社
合
聞

の
一
つ
の
特
色
と
し
て
い
る
(
ヱ
・
口
・
ロ
2

3
、
E
g一円

R
S
F

。同旬、
R
h
h
h
o

hh門
誌
口
、
R
h
h
n
V向
。
。
白
固
な
、
s
h
h
O
S足
。
ミ
hkhhhH

白

b
u旬、
hMAHh判。
u
h
B辺
町

民

、
品
、
注
h
k
R
紅
白
対
戸
、
同
ミ
Q
N
h
H
L
R
N
N
I
N
S
-
R河
内
Z
E
Z
『
宮
h
H
H
u
s
-
2℃
・

3
)。

筆
者
の
知
る
範
囲
で
も
イ
ス
マ
l
イ
l
ル
一
世
時
代
に
既
に
ホ
ラ
l
サ
l
ン
総

督
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
シ
ャ

l
ム
ル

l
部
の
り
皆
目
み
但
宮
の
一
族
は
途
中

多
少
の
中
断
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ア
ッ
パ
ー
ス

一
世
の
時
代
に
至
っ
て
も
な
お

そ
の
地
位
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
し
て
創
建
首
初
よ
り
キ
ジ
ル
バ
シ
中

て

こ

の
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
シ
ャ

l
ム
ル

l
部
出
身
の
人
物
が
ア

ッ
パ

ー
ス
二
世
時

代
に
も
な
お
最
重
要
官
職
の
一
つ
コ
ル
チ
パ
シ
の
地
位
を
占
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
筆
者
に
は
著
者
の
翠
げ
て
い
る
二
、
三
の
例
は
む
し
ろ
例
外
の
様
に
思
え

る
。九

章
は

「サ

フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
下
の
知
的
生
活
」

と
題
さ
れ
、

文
皐
、
哲
皐
、

そ
れ
に
自
然
科
皐
の
護
展
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
従
来
サ
フ
ア

ヴ
ィ

l
朝
の
時

代
は
、
そ
れ
以
前
の
輝
か
し
い
ベ
ル
シ
ア
文
皐
の
停
統
が
断
絶
し
、

文
聞
学
的
に

は
不
毛
の
時
代
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

最
近
巴戸臼

g
J
F『・
ω
r
a
o司
は
こ
れ
に

謝
し
て
反
論
を
試
み
、
そ
れ
ま
で
の
詩
の
概
念
、
形
式
が
こ
の
時
代
に
大
き
く

繁
化
し
、
こ
の
た
め
従
来
の
研
究
者
は
こ
れ
を
ベ
ル
シ
ア
詩
の
堕
落
で
あ
る
と

考
え
た
が
、

貨
は
こ

の

。
サ
フ
ア
ヴ

ィ
l
形
式
。

こ
そ
今
日
の
現
代
詩
に
ま
で

つ
な
が
る
す
ぐ
れ
た
新
形
式
で
あ
る
と
述
べ
、
サ

フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
時
代
の
詩
、

詩
人
を
再
評
債
し
て
い
る
(
巴
戸
臼

g
J
F『・
ω
Z
Z♂

ωに
E
年

5
2巳
EOH

-ugmzg
。
『
ロ
2
-
5
P
L「3
3
Q苫

b
s
b
E
-
〈
ロ

Z
0・
ωlι
・
5
E
)。
著

者
は
こ
の
新
設
を
本
章
で
紹
介
し
、
さ
ら
に
哲
翠、

形
而
上
皐
に
つ
い
て
も

Z
怠
『
ら
の
設
に
従
っ

て
、
従
来
の
低
い
-
評
債
を
改
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
説

く
。
論
旨
の
是
非
は
と
も
角
、

筆
者
は
本
書
中
こ
の
章
を
一
番
興
味
深
く
ま
た

祭
し
く
讃
ん
だ
。

最
後
の
十
章
は
、
ア
ッ
パ
ー
ス
一
世
死
後
の
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
衰
退
と
滅
亡

の
歴
史
が
玄
5
0
3
E
の
叫

4tz守
ミ
ミ
・
ミ
丈
島
知
.
「

o
n
E
E
の

叫

4t

」
庄
内
久
手
偽
句
n
q
b
S
丸
い
て
き
に
見
を
主
な
典
援
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
に
関
し
て
は
、
良
好
な
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
、が
な
い
せ
い
も
あ
っ
て
、

ま
だ
論
考
の
敏
も
少
な
く
不
明
な
黙
が
多
い
。
今
後
著
者
に
よ
る
政
治
史
研
究

が
こ
の
時
代
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

-136ー

IV 

以
上
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
の
感
想
、
疑
問
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
き
綴
っ

て
き
た
が
、
女
に
本
書
全
健
の
問
題
と
し
て
参
考
文
献
の
引
用
註
記
に
つ
い
て
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一
言
燭
れ
て
お
き
た
い
。

本
書
は
概
読
書
と
は
い
え
、
か
な
り
高
度
な
内
容
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
往

往
に
し
て
ベ
ル
シ
ア
語
、
欧
文
史
料
か
ら
直
接
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
特
に
欧
文
史
料
が
原
典
か
ら
引
か
れ
る
場
合
、
そ
の
註
記
の
仕
方
が
通

常
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が

本
書
の
償
値
を
著
し
く
損
ね
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
例
と
し

て
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
放
行
記
の
註
記
法
を
翠
げ
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
本
文
中

に
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
書
を
引
用
し
た
際
の
巻
末
の
註
記
と
し
て
次
の
ケ
l
ス
が
あ

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
〈
て
ミ
a
m
a
s
h
の
F
S
A
N
E
、n
E
A
S
S
N
u
q
hぬ

a

E
守
E
N
N
E
L
H
b
h・0
ミ
S
H
-
H
O〈
O

Z

・
ロ
ロ
〉
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
語
に

よ
る
直
接
引
用
(
五
四
|
五
五
頁
〉
、
著
者
の
英
誇
の
引
用
〈
一
一
一
一
一
九
頁
Y

0

・2
・。z
a。
国
-
河
内
、
包

bash

州、2・
M
R司
む

E
hH芯
P
F
。ロ

ι
o
p
H∞由
N
の

中
で
翻
誇
、
利
用
さ
れ
て
い
る
一
八
一
一
年
パ
リ
版
の
再
利
用
(
一
二
ハ
二
一貝
註

二
七
〉
、
〉
・
〈
・

3
胃
-
b
F
3ミ
ミ

h
v
q
t
s
h
F
O
H向。『仏
-
H
u
s
-
g

に
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
の
再
利
用
。
二
ハ
一
一
貝
註
六
二
)
、
戸
冨
・

ω司
ro臼
-

k

由
民
主
。
ミ
ミ

3
3
E
に
引
か
れ
て
い
る
文
の
再
利
用
(
一
O
三

頁)、

m
・

2
2
2
P
何ロ『
O
M
M
O
自
己
臼
5
2
g
p
o
ω
白

p
i
ι
n
oロ
ュ
-

L

マ
s
s
a
b
R
b
F
〈問問・

5
記
に
引
用
さ
れ
た
文
の
再
利
用
(
二
六
二
頁
註

巴
ニ
〉
と
貨
に
様
々
で
あ
る
。
察
す
る
と
こ
ろ
著
者
は
、
他
の
研
究
者
の
論

考
、
著
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
記
事
を
利
用
す
る
際
に
は
、
そ

の
論
考
の
該
嘗
ベ

1
ジ
を
そ
の
ま
ま
註
に
組
込
ん
で
い
る
様
だ
が
、
こ
れ
は
あ

ま
り
に
も
安
易
な
態
度
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
も
手
に
入
ら
な
い
稀
鋭

本
の
類
な
ら
仕
方
が
な
い
が
、
刑
制
象
は
有
名
な
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
銀
行
記
で
あ

り
、
著
者
自
身
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
か
ら
直
接
引
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の

だ
か
ら
(
但
し
、
最
も
良
い
版
本
と
し
て
一
般
に
研
究
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
一
八
一
一
年
の
パ
リ
版
で
あ
る
て
そ
れ
ぞ
れ
原
典
に
も
う
一
度
あ
た

っ
て
註
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
の
欧
文
史
料
に
つ
い
て
も
、

E
R
r
o円
陣
(
二

五
九
頁
註
二
ハ
)、開内『
E
m
訂
正
に
(
一

四

O
|
四
一
頁
。
こ
の
場
合
は
わ
ざ
わ
ざ

史
料
か
ら
の
引
用
と
し
て
活
字
の
ポ
イ
ン
ト
が
お
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
註
に
は
司

0
3
の
書
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
〉
、
な
ど
皆
同
様
の
現

象
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
と
同
様
に
筆
者
に
と
っ
て
不
可
解
な
の
は
、
英
語
以
外
で
書
か
れ
た
欧

文
史
料
の
取
扱
い
で
あ
る
。
、
H
，
2
2
E
R
は
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
語
原
本
か
ら
引

用
さ
れ
て
い
る
の
に
劃
し
て
、
、
H
，

rbaロO
再
の
書
は
英
誇
本
、

O
F
R
F
E
は

併
誇
本
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
翻
誇
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
的
な
理
由

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た

ω
B
g
p
吋
官
、
zhmミ
旬
HbHGA刊

Nuqh芯

(
3
2
P
5
8
)
(二
五
八
頁
註
八
〉
と
い
う
書
物
の
存
在
を
筆
者
は
知
ら
な

-u 以
上
多
少
く
ど
く
本
書
の
文
献
関
係
の
鉄
黙
を
繰
返
し
た
の
は
、
そ
れ
が
こ

の
著
者
の
書
を
繕
く
際
に
常
に
目
に
つ
き
、
気
に
な
る
勲
だ
か
ら
で
あ
る
。
本

書
の
場
合
特
に
入
門
書
と
断
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
よ
り
一
一
層
こ
の
貼
に
慎
重

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
批
剣
、
ぎ
一
局
の
言
の
多
い
書
評
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
こ
れ
は
決
し
て
筆
者
の
本
意
で
は
な
い
。
本
書
が
入
門
書
と
し
て
の
水
準

に
達
し
て
い
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
し
、
で
あ
る
か
ら
こ
そ
一

一
層
完
壁
を
目
指

し
て
注
文
が
多
く
な
る
の
も
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
後
サ
フ

ア
ヴ
ィ

I
朝
史
、

更
に
イ
ラ
ン
史
を
聞
学
ぼ
う
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
本
書
は
好
箇
の
入

門
書
と
な
ろ
う
。
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